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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

１
９
６
８
年
、
鹿
嶋
市
生
ま
れ
。
山
一
証
券
㈱
勤
務
を
経
て
、
㈱
田
口
商

事
入
社
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
社
を
設
立
し
会
社
役
員
に
就
任
。
２
０
１
４
年
の
県
議
会
議

員
補
欠
選
挙
で
初
当
選
し
、
同
年
お
よ
び
18
年
の
県
議
選
で
も
連
続
当
選
。
４
月
の
市
長
選

で
初
当
選
を
果
た
し
た
。
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鹿嶋市建設業協同組合

次
世
代
も
輝
く
雇
用
の
あ
る
ま
ち

▼▼Nextかしまへ改革促進Nextかしまへ改革促進

　4月告示の鹿嶋市長選で、無投票での初当選を決めた田口伸一市長にインタビューを行った。田口市長は「次

世代も輝く雇用のある鹿嶋」を軸に「行ってみたい、暮らしてみたい鹿嶋」など 5つの施策を掲げ事業を展開

する。「次世代の基幹産業の支援と、風力発電などのエネルギー拠点としての事業を推進していくことに力を

いれていく」と話す。また、生活道路のメンテナンスや雨水排水対策など、市民生活に直結するインフラ整備

に力を注ぐため、政策の統廃合を進める考えを示した。

田田
た ぐ ちた ぐ ち

口口  伸伸
し ん い ちし ん い ち

一一  新鹿嶋市長新鹿嶋市長
　   　インタビュー　   　インタビュー

　

明
る
く
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

鹿
嶋
市
の
実
現
を
目
指
し
て
市

政
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。
信

条
と
し
て
い
る
「
一
つ
一
つ
コ

ツ
コ
ツ
と
、
誠
実
に
」
を
念
頭

に
、「
雇
用
と
産
業
の
創
出
」、

「
市
民
目
線
と
民
間
の
発
想
」、

「
政
策
整
理
と
再
構
築
」
の
３

つ
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
新
た

な
鹿
嶋
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

安
定
し
た
収
入
を
得
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
出
生
率
や
定
住

率
の
上
昇
に
つ
な
が
り
、
ま
ち

の
活
力
の
源
泉
と
な
り
ま
す
。

輝
く
鹿
嶋
の
実
現
に
必
要
な
こ

と
の
一
つ
に
基
幹
産
業
の
再
構

築
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
た
研
究
開
発
費
や
設
備
投
資

費
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
市
が
環
境
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
企
業

進
出
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整

え
ま
す
。
茨
城
県
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
産
業
拠
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
着
実
な
推
進
に
向

け
、
国
や
県
な
ど
関
係
者
と
強

力
に
連
携
し
、
事
業
展
開
を
後

押
し
し
て
い
き
ま
す
。

就就
任
に
あ
た
り

任
に
あ
た
り

　

鹿
島
港
は
、
国
内
有
数
の
産

業
集
積
地
で
あ
る
鹿
島
臨
海

工
業
地
帯
の
海
上
輸
送
基
地

と
し
て
、
鉄
鋼
や
石
油
化
学

等
の
素
材
型
産
業
の
躍
進
を

支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
２
０

２
２
年
度
は
洋
上

風
力
発
電
事
業
推

進
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
、
地
域
の
特

性
に
あ
っ
た
地
域

振
興
を
目
指
し
ま

す
。

　

外
港
公
共
埠
頭

で
は
、
基
地
港
湾

と
し
て
の
活
用
が

見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
安
定
し
た
港

湾
荷
役
の
た
め
の

静
穏
度
確
保
な
ど

の
整
備
促
進
要
望

基地港湾として整備中の鹿島港外港公共埠頭

活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、
基
地
港
湾
と
し
て
の
地

域
振
興
を
目
指
す
た
め
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
外
港
公
共
埠

頭
の
利
活
用
促
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

洋
上
風
力
発
電
基
地
港
湾

洋
上
風
力
発
電
基
地
港
湾

　

災
害
に
強
い
水
道
を
実
現
し

て
い
く
た
め
、
今
年
度
か
ら
配

水
場
整
備
工
事
が
始
動
し
ま
し

た
。
27
年
度
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
23
年
度
も
22

年
度
と
同
規
模
の
配
水
池
を
建

設
す
る
計
画
で
、
24
年
度
は
管

理
棟
な
ど
を
建
設
、
25
年
度
に

は
電
気
・
機
械
設
備
に
取
り
掛

か
り
、
最
終
年
度
と
な
る
26
年

度
は
自
家
発
電
設
備
な
ど
の
整

備
を
行
う
計
画
で
す
。

　

将
来
的
に
は
、
県
企
業
局
か

ら
新
設
配
水
場
及
び
大
野
配
水

場
で
受
水
し
、
基
幹
施
設
の
耐

震
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
配
水
場
整
備

新
配
水
場
整
備

　

年
に
数
件
で
す
が
、
公
共
工

事
に
お
け
る
「
総
合
評
価
落
札

方
式
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

維
持
管
理
や
災
害
対
応
な
ど
の

活
動
を
評
価
対
象
に
含
ん
で
い

ま
す
。
工
事
発
注
の
平
準
化
に

関
し
て
も
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
建
設
業
者
が
入
札
に
参
加
で

き
る
よ
う
、
発
注
時
期
に
偏
り

が
で
な
い
環
境
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
近
年

の
甚
大
な
自
然
災
害
を
受
け
、

災
害
体
制
の
強
化
お
よ
び
減
災

対
策
に
向
け
た
取
組
み
を
強
化

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
自
動
起
動
機
の
更
新
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
支
援
、

液
状
化
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
、
災
害
拠
点
機
能
の
確
保
な

ど
に
着
手
し
ま
す
。

入
札
制
度
な
ど

入
札
制
度
な
ど

　

防
災
や
災
害
等
の
面
で
は
昼

夜
問
わ
ず
奮
闘
し
て
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん

の
存
在
は
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
上
で
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
市
民

に
と
っ
て
何
が
最
良
な
方
法
な

の
か
を
模
索
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
鹿
嶋
市
の

発
展
の
た
め
お
力
添
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

建
設
業
者
へ

建
設
業
者
へ

す
。

■
歴
史
に
対
す
る
考
え

　

郷
土
愛
の
大
き
さ
は
歴
史
に

触
れ
た
時
間
に
比
例
す
る
と
考

え
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
は
歴

史
資
料
館
建
設
に
関
す
る
事
業

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
優

先
順
位
を
し
っ
か
り
考
え
て
政

策
を
整
理
し
、
再
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
学
校
の
授
業
な
ど
に
歴
史

教
育
を
組
み
込
み
、
ソ
フ
ト
面

で
「
歴
史
の
ま
ち
鹿
嶋
」
を
子

ど
も
た
ち
に
学
ん
で
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

■
道
路
環
境
整
備

　

鹿
島
神
宮
周
辺
エ
リ
ア
を
中

心
と
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
区
域
内
（
宮
中
地

区
）
の
門
前
地
内
道
路
改
良
事

業
な
ど
を
推
進
し
地
区
の
魅
力

を
高
め
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。
神
宮
周
辺

の
道
路
は
普
段
の
生
活
で
の
利

用
の
ほ
か
、
祭
り
の
際
に
も
使

用
さ
れ
ま
す
。
使
い
や
す
さ
と

安
全
性
を
両
立
し
た
道
路
環
境

整
備
に
向
け
地
域
住
民
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
整
備

し
、
子
育
て
支
援

機
能
の
充
実
と
質

の
向
上
を
図
り
ま

す
。
建
設
地
は
関

鉄
バ
ス
跡
地
（
宮

中
地
内
）
で
敷
地

面
積
が
２
６
０
０

㎡
。
Ｓ
造
平
屋
建

て
、
床
面
積
は
９

０
０
㎡
程
度
を
想

定
し
て
お
り
、
23

年
度
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
い
ま

鹿島神宮

桜町桜町桜町

関鉄バスターミナル跡地

Ｎ

建設計画地

建設計画地位置図

神
宮
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

神
宮
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

　

市
民
が
安
心
安
全
に
暮
ら
す

た
め
に
、
安
全
に
利
用
で
き
る

道
路
の
維
持
管
理
を
行
う
こ
と

は
重
要
で
す
。
わ
だ
ち
や
亀
裂

が
見
ら
れ
る
道
路
に
つ
い
て

は
、
全
体
的
に
路
面
の
再
生
工

事
を
実
施
し
、
通
行
の
安
全
管

理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
国
土

強
靭
化
事
業
で
は
災
害
時
の
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
維
持
を
図
る

た
め
、
主
要
道
路
の
冠
水
対
策

に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

快
適
な
住
環
境
創
出

快
適
な
住
環
境
創
出


